
（社）日本原子力学会 
第２４回倫理委員会議事要旨 

 
日 時   Ｈ18．1．31（火）13：30～16：30 
場 所   エネルギー総合工学研究所７階会議室 
出席者   北村、大場、班目、安濃田、磯輪、小沢、鐘ヶ江、作田、辻、鳥飼、中安、

萩原、矢野の各委員（13 名） 
志賀松（傍聴者） 

配布資料 
  資料 24－1 第 23 回倫理委員会議事要旨（案） 
  資料 24－2 第 477 回理事会「倫理規程改定に関する理事会回答集計及び結果」 
  資料 24－3 2006 年春の年会における倫理委員会企画セッションについて 
  資料 24－3’ 倫理委員会セッション予稿「倫理規程改訂（2005）の報告」 
  資料 24－4 学会として取り組むべき課題に関する検討のお願い 
  資料 24－5 第 5 回研究会について 
  資料 24－6 倫理委員会第２期から第３期への申し送り事項 
  資料 24－7 経営倫理 No.43 
  資料 24－8 倫理に係る事例集 
  資料 24－9 倫理活動における賛助会員との協力の可能性 
議事 
１．会議開催に先立ち、委員長および委員の自己紹介があった。  
２．北村委員長が副委員長に大場委員を、幹事に班目委員を指名し、了承された。 

３．資料 24－1 により前回議事要旨を確認した。 
４．資料 24－2 を用いて、倫理規程 2005 年版改訂案が理事会で承認された旨の報告があっ

た。また理事からのコメントについては宿題事項として扱うこととし、他の宿題項目と一

緒に対応を検討することとした。 
５．班目幹事より、公衆審査での意見提出者へメールにて回答を送付した旨の報告があっ

た。 
６．大場副委員長より資料 24－3 を用いて 2006 年春の年会における倫理委員会企画セッシ

ョンの内容の説明があった。支部には是非とも出席願いたい旨の案内状を出すほか、理事

会メンバーや各委員会・部会・会員（メーリングリスト）・地元企業・自治体等にも案内

することとした。なお、学会事務局に対し、公開行事についてもプレス発表してもらいた

いとの要望があった。自由討論については、その前の講演内容へのコメント用紙（１講演

3 点程度）を作り、回収して討論の材料とすることとした。ほかに、セッションの案内と

改訂倫理規程を全 8 ページの資料として受付で配布することとした。セッション参加者へ

のアンケートも実施することとし、内容は大場副委員長、作田委員等でさらに検討するこ



ととした。 
７．北村委員長・大場副委員長より資料 24－4 を用いて、企画委員会から倫理委員会のミ

ッションについて問い合わせがあった旨の説明があった。学会行事の倫理審査に関しては

どのような制度がありうるか、案作りまでは引き受けることとした。なお、品質保証のよ

うな監査機能は倫理委員会のミッションとは全く違うことを理解してもらうよう、企画委

員会や理事会に説明していくこととした。 
８．大場副委員長より資料 24－5 を用いて第 5 回研究会の報告があった。報告書は春の年

会に間に合わせるように印刷することとし、既に 50 部予約があることから 150 部とする

こととした。価格は 1500 円とした。また当日実施したアンケートの集計結果の紹介があ

り、参加者から提出された質問への回答は今後メールで意見集約することとした。 
９．班目幹事より資料 24－6 を用いて第 2 期から第 3 期への宿題事項の説明があった。次

の形で検討していくこととした。 
（１）倫理規程や用語集についてはこれまで通りアンケートで意見集約を図っていくこと

とし、まずは全委員が今一度倫理規程に目を通し、改訂すべき点を持ち寄ることとした。 
（２）倫理規程の英文については次回までに検討体制について大場副委員長が提案するこ

ととなった。 
（３）事例集タスクチーム、ＣＳＲタスクチームについては現在の担当者が次回までに今

後の方針を作成し、提案することとなった。なお、事例集については今後活用策を中心に

した検討が望まれること、ＣＳＲについては賛助会員との連携策などに主題を移すことが

考えられること、などの意見交換があった。 
（４）ホームページの拡充策については大場副委員長が次回までに検討体制まで含め案を

作り提案することとなった。 
（５）学会行事の倫理審査制度については班目幹事が次回までにどのような体制で検討す

るか案を作り提案することとなった。 
（６）研究会を 7 月に開催する方向で検討することとし、具体案は次回検討することとし

た。 
（７）その他、分担を決める必要があるが本日検討できなかった事項については、北村委

員長が提案することで了承された。 
（８）技術倫理協議会は大場副委員長と辻委員が担当することとなった。 
１０．大場副委員長より資料 24－7 に掲載された記事の紹介があった。 
１１．作田委員より資料 24－8 の事例集の紹介があった。このバージョンでホームページ

に掲載することが了解された。 
１２．中安委員より学会誌に資料 24－9 の記事が掲載されることになった旨の紹介があっ

た。 
１３．次回は 3 月 25 日 9 時から開催することとした。 


